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一　

は
じ
め
に

　

ア
ー
ネ
ス
ト
・
ゲ
ル
ナ
ー
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ス
ミ
ス
そ
し
て
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
ら
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
正

典
と
い
え
る
文
献
が
出
版
さ
れ
る
の
は
、
今
か
ら
三
〇
年
余
り
前
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
関
す
る
文
献
は
飛
躍
的
に

増
加
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
性
格
が
捉
え
が
た
い
と
い
う
質
的
な
問
題
の
み
で
な
く
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
予
想
に

反
し
て
い
ま
だ
に
遍
在
し
て
い
る
と
い
う
量
的
な
問
題
に
も
起
因
す
る
。

　

バ
ル
カ
ン
半
島
の
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
紛
争
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
崩
壊
と
新
生
国
家
の
誕
生
、
さ
ら
に
足
元
を
見
れ
ば
日
本
、
中
国
、

韓
国
の
対
立
な
ど
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ（
1
）ムは
到
底
過
去
の
遺
物
と
い
う
に
は
程
遠
く
、
次
々
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
本
稿
の
題
目
で
あ
る
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
、
バ
ス
ク
や
ケ
ベ
ッ
ク
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
共
に
ネ
オ
・
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
西
か
ら
東
に
伝
播
し
て
い
く
と
い
う
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
の
通
念
の
反
例
と
し
て
研

究
者
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。

　

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究
が
進
む
に
つ
れ
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
付
さ
れ
る
形
容
詞
が
増
え
、
ま
た
比
較
研
究
の
進
展
は
類
型
の
多
様
化

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
類
型
の
祖
形
と
言
え
る
の
が
、
コ
ー
ン
の
二
分
法
（Kohn

’s D
ichotom

y

）
と
称
さ
れ
る
西
／
東
側
、
あ

る
い
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
二
分
法
で
あ
り
、
そ
れ
は
皮
肉
に
も
批
判
の
対
象
で
あ
り
続
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
現
在
で
も
議
論
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
ま
ず
第
二
章
第
一
節
で
こ
の
二
分
法
を
概
説
し
た
後
、
第
二
節
で
そ
れ
へ
の
批

判
を
追
う
。

　

一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
か
け
て
自
治
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
九
九
年
に
議
会
が
設
立
さ
れ
、
二
〇

〇
七
、
二
〇
一
一
年
の
議
会
選
挙
で
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
を
党
是
と
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
第
一
党
に
な
り
、
二
〇
一
四
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年
九
月
に
は
独
立
可
否
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
が
実
施
さ
れ
る
。
直
近
一
五
年
ほ
ど
の
独
立
支
持
率
は
二
―
三
割
を
推
移
し
て
お（
2
）り、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
国
に
な
る
可
能
性
は
低
い
。
と
は
い
え
、
更
な
る
権
限
移
譲
支
持
を
合
わ
せ
る
と
七
―
八
割
の
人
々
が
自
治
を
求

め
て
い（
3
）るた
め
、
程
度
の
差
は
あ
れ
ど
自
治
を
求
め
る
政
治
的
原
理
・
運
動
と
い
う
意
味
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
に
お
い
て
顕
在
し
て
い
る
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

そ
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
特
に
そ
の
基
底
を
な
す
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ（
4
）ィの

性
格
を
理
解
す
る
こ
と

が
本
稿
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
。
ロ
ジ
ャ
ー
ズ
・
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
国
籍
と
ネ
ー
シ
ョ
ン

―
国
籍
形
成
の
比

較
歴
史
社
会
学
』
や
ス
テ
フ
ァ
ン
・
シ
ュ
ル
マ
ン
の
分
析
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
一
般
的
に
類
型
図
式
は
二
国
間
あ
る
い
は
多
国
間
の
国

民
性
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
相
違
を
理
解
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
変
則
的
で
あ（
5
）るが
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
い
う

一
ネ
ー
シ
ョ
ン
内
に
お
け
る
比
較
研
究
を
試
み
る
。

　

国
籍
法
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
の
表
象
で
あ（
6
）り、
そ
れ
は
「
法
律
や
政
策
の
決
定
と
に
か
か
わ
る
政
治
家
や
官
僚
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て

世
論
に
影
響
を
与
え
る
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
メ
イ
カ
ー
ら
の
考
え
方
・
語
り（
7
）方」

を
通
じ
て
形
成
さ
れ
る
と
い
う
の
が
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
の
主
張

で
あ
る
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
に
よ
る
憲
法
草
案
や
二
〇
一
三
年
一
一
月
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
が
公
表
し
た
白
書
に
提
示
さ
れ

た
「
誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
権
を
付
与
さ
れ
る
の
か
」、
あ
る
い
は
国
民
投
票
で
「
誰
が
有
権
者
で
あ
る
の
か
」
を
検
証
す
る
こ

と
よ
っ
て
、
政
治
指
導（
8
）者
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
でScottish Social Attitudes 

Survey

（
以
下SSAS

と
略
す
）
の
調
査
結
果
は
、
一
般
の
人（
9
）々が

「
誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
」
と
理
解
し
て
い
る
の
か
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。
こ
れ
ら
政
治
指
導
者
と
一
般
レ
ベ
ル
に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
人
）
理
解
を
対
置
し
、
そ
の
相
違
を
考
察
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
背
景
に
あ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
性
格
把
握
を
試
み
る
。
以
上

が
第
三
章
の
目
的
で
あ
る
。
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二　

シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
と
批
判

㈠　

シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
と
は

　

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
変
幻
自
在
さ
を
捉
え
よ
う
と
こ
れ
ま
で
多
く
の
類
型
化
が
な
さ
れ
て
き
）
10
（
た
。
そ
の
中
で
も
、
最
も

有
名
な
の
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
）
11
（

法
で
あ
ろ
う
。

　

イ
グ
ナ
テ
ィ
エ
フ
の
定
義
を
引
け
ば
、「
人
種
、
肌
の
色
、
信
条
、
性
別
、
言
語
、
民
族
性
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
国
の
政
治
理
念
を

支
持
す
る
も
の
は
す
べ
て
社
会
の
成
員
で
あ
）
12
（
る
」
と
い
う
理
念
に
も
と
づ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で

あ
り
、
一
方
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「『
国
』
に
寄
せ
る
個
人
の
思
慕
は
な
に
よ
り
深
く
、
そ
れ
は
先
天
的
に
受
け
継
が
れ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
天
的
に
選
ば
れ
る
も
の
で
は
な
）
13
（
い
」
と
い
う
原
理
や
意
識
に
も
と
づ
い
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
こ
と
で
あ
る
。

㈡　

シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
に
対
す
る
批
判

　

シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
に
は
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
批
判
が
向
け
ら
れ
て
き
）
14
（

た
。
大
別
す
れ
ば
以
下
の
三
批
判
に
分
類
さ
れ

る
。
ま
ず
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
は
単
純
化
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
理
念
）
15
（

型
」
で
あ
り
、
経
験
的
に
純

粋
な
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
存
在
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
＝
善
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
＝
悪
と
価
値
評
価

し
た
う
え
で
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
自
民
族
中
心
主
義
に
つ
な
が
る
。
以
上
の
三
批
判
で
あ
る
。

　

二
分
法
の
単
純
さ
を
批
判
す
る
研
究
者
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
か
ら
文
化
を
分
出
さ
せ
る
必
要
性
を
主
張
す
）
16
（
る
。
例
え
ば
、
ス
テ
フ
ァ
ン
・

シ
ュ
ル
マ
ン
は
エ
ス
ニ
ッ
ク
の
内
容
を
さ
ら
に
細
分
化
し
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
文
化
に
分
け
）
17
（

る
。
そ
し
て
、
血
統
と
人
種
を
エ
ス
ニ
ッ
ク
に
、



スコットランドにおけるナショナル・アイデンティティの政治社会学的考察

235

宗
教
、
言
語
、
伝
統
を
文
化
の
構
成
要
素
と
し
て
振
り
分
け
る
。
そ
の
上
で
二
分
法
の
変
形
モ
デ
ル
で
あ
る
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
文
化
／
エ
ス

ニ
ッ
ク
図
式
を
用
い
て
多
国
間
比
較
を
行
い
、
各
国
間
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
に
大
差
が
な
い
こ
と
を
実
証
し
た
。

　

第
二
の
批
判
は
、
例
え
ば
、
市
民
的
国
家
に
分
類
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
血
統
主
義
的
な
国
籍
法
を
導
入
し
た
り
、

人
種
差
別
的
な
白
豪
主
義
を
採
っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
い
ず
れ
の
国
で
も
二
つ
の
要
素
は
同
居
し
て
お
り
、
純
粋
に
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ

ス
ニ
ッ
ク
な
国
は
存
在
し
な
い
こ
と
は
経
験
上
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
批
判
で
あ
る
。

　

第
三
の
批
）
18
（
判
は
自
国
の
優
越
性
を
誇
る
た
め
に
二
項
図
式
が
採
用
さ
れ
る
危
険
性
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
二
分
法
自
体
へ
の
批
判
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
規
範
化
と
使
わ
れ
方
に
対
す
る
批
判
と
言
え
よ
う
。

　

ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
は
第
三
の
批
判
に
注
意
を
払
い
な
が
ら
、
与
件
と
し
て
の
二
分
法
を
単
純
に
当
て
は
め
価
値
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、

二
国
間
の
国
民
国
家
の
形
成
過
程
の
違
い
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
の
差
異
を
歴
史
社
会
学
的
に
考
察
し
、
そ
の
差
異
を

説
明
す
る
た
め
に
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
を
用
い
た
。
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
の
国
籍
と
ネ
ー
シ
ョ
ン
』

は
典
型
的
な
フ
ラ
ン
ス
＝
市
民
的
、
ド
イ
ツ
＝
エ
ス
ニ
ッ
ク
と
い
う
紋
切
り
型
の
対
立
軸
に
も
と
づ
い
た
文
献
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
誤

り
で
あ
る
。
彼
自
身
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
む
し
ろ
二
分
法
の
「
紋
切
り
型
で
独
り
よ
が
り
の
規
定
法
か
ら
救
い
出
し
、
そ
の
分
析

的
・
説
明
的
な
潜
在
力
を
回
復
す
）
19
（

る
」
と
い
う
問
題
意
識
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
／
エ
ス
ニ
ッ
ク
二
分
法
へ
の
批

判
書
で
あ
る
と
理
解
す
る
の
が
正
し
い
と
言
え
る
。

　

第
三
章
か
ら
は
二
分
法
を
与
件
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
異
な
る
グ
ル
ー
プ
間
の
比
較
考
察
の
結
果
顕
在
化
し
た
微
視
的
な
相
違

を
説
明
す
る
た
め
に
そ
れ
を
適
用
す
る
と
い
う
彼
の
問
題
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
理
解
を
試
み
る
。
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三　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
性
格

㈠　

ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
況

　

前
章
を
受
け
て
、
本
章
で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
特
に
そ
の
基
盤
と
な
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
性
格
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
本
節
で
は
ま
ず
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
現
況
を

概
観
す
る
。

　

そ
も
そ
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
定
義
は
研
究
者
の
数
と
同
数
だ
け
存
在
す
る
と
も
言
え
る
が
、
ア
ー
ネ
ス
ト
・
ゲ
ル
ナ
ー
の
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
共
同
体
と
政
治
的
共
同
体
の
合
致
を
志
向
す
る
政
治
的
原
）
20
（

理
」
と
い
う
定
義
は
、
多
様
化
し
た
定
義
の
核
を
成
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ま
さ
に
こ
の
定
義
上
に
あ
る
と
言
え
る
。
一
九
九
九
年
の
議
会
（the Scottish 

Parliam
ent

）
の
開
設
や
、
二
〇
一
四
年
に
実
施
さ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
賛
否
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
単
位
と

政
治
的
単
位
の
一
致
へ
の
志
向
・
運
動
の
高
ま
り
の
帰
結
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

議
会
設
置
を
含
め
た
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
か
ら
の
権
限
移
譲
、
さ
ら
に
は
独
立
を
求
め
る
声
の
拡
大
の
端
緒
は
、
二
つ
の
世
界
大
戦

を
経
て
「
連
合
主
義
の
絶
頂
）
21
（

期
」
を
迎
え
た
後
、
経
済
が
停
滞
し
始
め
る
反
面
、
北
海
油
田
が
発
見
さ
れ
、「
そ
れ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

の
オ
イ
ル
だ
。」（It

’s Scotland

’s oil.

）
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
の
得
票
率
が
上
昇
す
）
22
（
る
一
九
六
〇
〜
七
〇
年
代
に
求

め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
九
七
八
年
に
労
働
党
政
権
に
よ
る
議
会
（Assem

bly
）
設
置
住
民
投
票
法
案
成
立
に
結
び
付
く
の
で
あ
る
が
、
そ

の
翌
年
に
行
わ
れ
た
住
民
投
票
で
は
賛
成
が
上
回
っ
た
も
の
の
、
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
の
縛
）
23
（
り
に
よ
っ
て
議
会
設
置
は
見
送
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
の
獲
得
議
席
数
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
自
治
を
求
め
る
声
は
下
火
に
な
る
が
、
一
九
七
九
年
に
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首
相
の
座
に
就
く
サ
ッ
チ
ャ
ー
率
い
る
保
守
党
政
権
の
政
策
の
不
人
気
、
そ
れ
に
起
因
す
る
「
民
主
主
義
の
赤
）
24
（
字
」（dem

ocratic 

deficit

）
を
契
機
に
、
再
び
権
限
委
譲
へ
の
要
求
が
再
燃
す
る
。
こ
の
要
求
を
受
け
、
一
九
九
七
年
に
政
権
に
就
い
た
労
働
党
党
首
の
ト

ニ
ー
・
ブ
レ
）
25
（
ア
は
議
会
開
設
賛
否
の
住
民
投
票
を
実
施
し
、
今
回
は
七
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、
二
年
後
の
一

九
九
九
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
が
開
設
さ
れ
た
。

　

一
九
九
九
年
、
二
〇
〇
三
年
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
労
働
党
が
第
一
党
と
な
る
が
、
四
年
後
の
選
挙
で
は
僅
差
で
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
労
働
党
を
逆
転
す
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
党
の
人
気
は
一
過
性
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
予
想
に
反
）
26
（
し
、

二
〇
一
一
年
の
選
挙
で
は
大
躍
進
）
27
（

し
単
独
で
過
半
数
の
議
席
を
獲
得
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
議
会
選
挙
で
は
単
純
小
選
挙
区
制
（first 

past the post

）
で
七
三
議
席
、
付
加
議
員
制
（additional m

em
ber system

）
で
五
六
議
席
が
選
出
さ
れ
る
が
、
日
本
の
小
選
挙
区
比
例
代

表
並
立
制
と
は
異
な
）
28
（

り
、
付
加
議
員
制
で
は
よ
り
多
様
な
民
意
が
反
映
さ
れ
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
単
独
で
過
半
数
を
獲
得
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
）
29
（
る
。
だ
か
ら
こ
そ
尚
更
、
二
〇
一
一
年
の
選
挙
結
果
は
意
外
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
は
一
九
三
四
年
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
党
（Scottish Party

）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
党
（N

ational Party of 

Scotland

）
の
合
同
に
よ
り
成
立
）
30
（
し
、
そ
の
党
是
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
に
あ
る
。
国
民
党
率
い
る
政
権
は
二
〇

一
二
年
に
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
）
31
（
定
を
結
び
、
二
〇
一
四
年
九
月
一
八
日
に
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
可
否
を
め
ぐ
る

国
民
投
票
の
実
施
を
取
り
付
け
た
。
仮
に
賛
成
多
数
と
な
っ
た
場
合
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
四
日
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
主
権
国
家
と
な

る
予
定
で
あ
）
32
（
る
。

　

確
か
に
近
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
は
躍
進
）
33
（

し
国
民
投
票
実
施
に
漕
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
が
、
得
票
率
・
議
席
獲
得
数
と
は
裏
腹
に
、

独
立
自
体
の
支
持
率
は
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
一
二
年
ま
で
二
―
三
割
程
で
推
移
し
、
大
き
な
変
動
は
見
ら
れ
な
）
34
（
い
。
更
な
る
権
限
委
譲

は
五
―
六
割
程
の
支
持
を
集
め
て
い
る
た
め
、
ゲ
ル
ナ
ー
の
定
義
上
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
い
て
観
察
さ
れ
る
が
、

分
離
・
独
立
に
関
し
て
は
二
の
足
を
踏
む
人
が
多
）
35
（

い
と
い
う
の
が
客
観
的
な
分
析
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
以
上
が
主
に
政
治
的
側
面
か
ら
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見
た
近
年
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
概
要
で
あ
る
。

㈡　

政
治
主
導
者
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
理
解

　

国
民
投
票
が
迫
り
、
独
立
を
め
ぐ
る
議
論
の
論
点
は
徐
々
に
明
確
に
な
り
具
体
性
を
帯
び
て
き
た
が
、
主
に
油
田
に
頼
っ
た
経
済
の
サ

ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
、
通
貨
、
あ
る
い
は
福
祉
政
策
等
、
ひ
ろ
く
経
済
・
財
政
、
ま
た
は
「
小
さ
な
）
36
（
国
」
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
や

N
ATO

な
ど
超
国
家
・
政
府
間
機
関
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
点
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
府
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
に
回
答
を
与
え
な
が
ら
独
立
国
家
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
青
写
真
を
示
す
白
書

『Scotland

’s Future: Your G
uide to an Independent Scotland

』
を
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
公
表
し
た
。
六
七
〇
頁
に
も
及
ぶ
そ
の

白
書
の
中
で
、
本
稿
が
着
目
す
る
の
は
市
民
権
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
市
民
権
・
国
籍
法
あ
る
い
は
市
民
・
国
民
の
外
延

付
け
は
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
自
己
理
解
、
つ
ま
り
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
国
籍
法
を
検
証

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
如
何
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

　

改
め
て
ブ
ル
ベ
イ
カ
ー
の
主
張
に
拠
れ
ば
、
国
籍
法
は
エ
リ
ー
ト
の
政
治
的
・
文
化
的
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
を
基
盤
に
形
成
さ
れ
る
。

本
節
で
は
白
書
や
憲
法
草
案
に
示
さ
れ
た
独
立
後
「
誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
権
を
付
与
さ
れ
る
の
か
」、
加
え
て
市
民
権
と
の
関

わ
り
か
ら
「
誰
が
国
民
投
票
の
有
権
者
で
あ
る
の
か
」
と
い
う
視
座
か
ら
政
治
指
導
者
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
（
人
）
理
解
を
検
証
す
る
。

　

二
〇
一
三
白
書
に
提
示
さ
れ
た
市
民
権
取
得
経
路
と
要
件
は
表
1
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
は
試
案
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
の
法
律
と
の
整
合
性
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
）
37
（

め
、
当
然
修
正
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
移
民
の
市
民
権
獲
得
要

件
な
ど
は
ま
だ
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
表
か
ら
見
て
取
れ
る
の
は
、
市
民
権
獲
得
要
件
と
し
て
出
生
地
主
義
（jus 

soli

）
と
血
統
主
義
（jus sanguinis

）
を
折
衷
的
に
採
用
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
二
〇
〇
二
年
に
公

に
し
た
憲
法
草
）
38
（
案
で
は
、「
こ
の
憲
法
施
行
時
に
主
要
な
居
住
地
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
あ
る
人
々
は
市
民
権
を
獲
得
す
）
39
（
る
」
と
、
市
民



スコットランドにおけるナショナル・アイデンティティの政治社会学的考察

239

表 1　市民権獲得経路と要件

Current Status Scottish Citizenship

At the date of independence

British citizen habitually resident in 
Scotland on day one of independence

Yes, automatically a Scottish citizen

British citizens born in Scotland but living 
outs ide of  Scot land on day one of 
independence

Yes, automatically a Scottish citizen

After the date of independence

Child born in Scotland to at least one 
parent who has Scottish citizenship or 
indefinite leave to remain at the time of 
their birth

Yes. Automatically a Scottish citizen

Child born outside Scotland to at least one 
parent who has Scottish citizenship

Yes. Automatically a Scottish citizen （the 
birth must be registered in Scotland to 
take effect）

British national living outside Scotland 
with at least one parent who qualifies for 
Scottish citizenship

Can register as a Scottish citizen （will 
need to provide evidence to substantiate）

Citizens of any country, who have a parent 
or grandparent who qualifies for Scottish 
citizenship

Can register as a Scottish citizen （will 
need to provide evidence to substantiate）

Migrants in Scotland legally May apply for naturalisation as a Scottish 
citizen （subject to meeting good character, 
residency and any other requirements set 
out under Scottish immigration law）

Citizens of any country who have spent at 
least 10 years living in Scotland at any 
time and have an ongoing connection with 
Scotland

May apply for naturalisation as a Scottish 
citizen （subject to meeting good character 
and other requirements set out under 
Scottish immigration law）

（注）正確を期すため英文のまま記載。
（出所）The Scottish Government, 2013, p.496.
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権
取
得
要
件
の
主
眼
を
居
住
（residency

）
に
置
い
て
い
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
は
明
ら
か
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
変
化
に
つ
い
て
の

考
察
は
第
四
節
に
譲
る
。

　

続
い
て
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
協
）
40
（
定
に
よ
る
規
定
で
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
居
住
す
る
英
国
市
民
の
み
で
な
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
居

住
と
い
う
条
件
付
き
で
は
あ
る
が
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
、
英
連
邦
市
）
41
（
民
、
さ
ら
に
は
Ｅ
Ｕ
市
民
が
国
民
投
票
に
お
け
る
投
票
権

を
有
す
る
と
さ
れ
る
。
出
生
地
主
義
で
も
血
統
主
義
で
も
な
く
、
居
住
に
根
差
し
て
投
票
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ

は
「
近
代
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
種
族
意
識
よ
り
場
の
意
識
と
結
び
付
い
て
い
）
42
（
る
」
と
い
う
歴
史
家
Ｔ
・
Ｃ
・
ス

マ
ウ
ト
の
主
張
や
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
側
面
が
強
い
と
い
う
研
究
者
の
認
）
43
（

識

と
呼
応
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
投
票
権
や
市
民
権
の
将
来
像
で
可
視
化
さ
れ
た
エ
リ
ー
ト
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
理
解
は
、
一
般
人
の
そ
れ
と
比
較
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
位
置
特
定
（location specifying

）
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
次
節
で
は
一
般
人
の
レ
ベ
ル

に
お
け
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
理
解
の
抽
出
を
試
み
る
。

㈢　

誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
の
か

1
　
多
数
）
44
（
派
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解

　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
比
較
研
究
を
行
う
際
に
法
律
や
政
策
の
各
国
間
相
違
を
分
析
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
法
や

政
策
と
し
て
顕
現
す
る
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
と
一
般
人
の
そ
れ
に
は
開
き
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
、
シ
ュ
ル
マ
ン
はISSP

（International Social Survey Program
m
e

）
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
一
般
の
人
々
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
の
多
国
間
比
較
研
究
を
行
っ
）
45
（
た
。
本

節
で
は
そ
れ
に
倣
い
、SSAS

の
デ
ー
）
46
（

タ
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
一
般
の
人
々
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
理
解
を

試
み
る
。
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あ
る
国
で
、
そ
の
国
の
国
籍
を
有
す
る
親
の
間
に
生
ま
れ
、
そ
の
国
で
育
っ
た
人
、
要
す
る
に
出
生
地
（birthplace

）、
血
統

（ancestry

）
そ
し
て
居
住
（residence

）
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
指
）
47
（

標
（identity m

arker

）
を
三
拍
子
揃
え
て
い
る
人
が
、
一
般
的

に
は
そ
の
国
の
正
式
な
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
。
問
題
は
こ
れ
ら
三
指
標
の
何
を
欠
い
た
人
が
ど
の
程
度
国
民
と
認
知
さ
れ
る

の
か
、
別
言
す
れ
ば
国
民
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
か
、
で
あ
る
。

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
の
に
必
要
な
条
件
は
果
た
し
て
何
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
表
2
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
永
住
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
人
が
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
場
合
、
大

多
数
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
／
あ
な
た
は
そ
の
人
を
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
見
做
す
）
48
（

か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
結
果
で
あ
る
。

こ
の
表
か
ら
、
回
答
者
は
他
の
大
多
数
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
、
つ
ま
り
回
答
者
に
よ
る
平
均
値
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー

ジ
を
回
答
者
自
身
よ
り
排
他
的
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
過
半
数
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
永
住
者
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
は
な
い
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
生
地
が
重
要
な
指
標
と
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
分
か
る
。

　

次
に
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
訛
り
で
話
す
白
人
で
な
い
人
が
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
場
合
、
大
多
数
の
人
／
あ
な
た

は
そ
の
人
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
見
做
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
す
る
回
答
結
果
は
表
3
の
通
り
で
あ
る
。
回
答
者
は
他
の

人
々
が
、
た
と
え
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
訛
り
で
話
し
て
い
て
も
白
人
で
な
い
人
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
は
言
え
な
い
と
回
答
す
る
だ
ろ
う

と
答
え
て
お
り
、
一
般
に
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
う
指
標
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
の
要
件
で
あ
ろ
う
と
認
識
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
回
答
者
自
身
の
結
果
を
鑑
み
る
に
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
出
生
地
と
比
較
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
の
重
要
な
指
標
で

は
な
い
と
言
え
）
49
（

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
問
題
な
く
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
の
回
答
は
四
分
の
一
程
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
や

は
り
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
推
察
で
き
）
50
（
る
。

　

表
4
が
こ
の
こ
と
の
証
左
と
な
っ
て
い
る
。
表
4
か
ら
ま
ず
看
取
で
き
る
の
は
、「
幼
少
期
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
育
っ
た
」、
あ
る
い

は
「
長
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る
／
い
た
」
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
ア
ク
セ
ン
ト
、
そ
し
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
親
を
持
つ
、
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表 2　 イングランド生まれスコット
ランド居住者の承認（大多数／
自分）

大多数 自分

% %

絶対に 5 11

おそらく 25 33

おそらく違う 50 34

絶対に違う 18 20

わからない 2 2

Base 1508 1508

（出所）SSAS 2003, Ross Bond （2006）をも
とに作成。

表 4　 血統・出生地とナショナル・アイ
デンティティ

A B C D E F

% % % % % %

絶対に 14 19 37 12 15 26

おそらく 30 39 44 26 35 42

多分違う 30 24 12 31 26 18

絶対に違う 25 16 6 28 22 11

分からない 1 1 1 3 2 2

Base 1302 1302 1302 1302 1302 1302

（注）a＝イングランド生まれの白人　b＝白人
でない　c＝スコットランド訛り　d＝スコット
ランド人の親を持つとした場合、A＝a、B＝a＋
c、C＝a＋c＋d、D＝b、E＝b＋c、F＝b＋c＋d
を表す。
（出所）Leith, M and Soule, D （2011） p.95 をも
とに作成。

表 5　 アクセント・出生地・血統とス
コットランド人としての承認

アクセント 出生地
スコット
ランド人
の親

% % %

絶対に 4 20 5

おそらく 35 55 33

おそらく違う 29 15 35

絶対に違う 29 7 24

分からない 3 2 3

N 1549 1549 1549

（出所）McCrone, D and Bechhofer, F （2008） 
p.1257 の表をもとに作成。

表 3　 白人でない＋スコットランド
訛りで話す人の承認（大多数／
自分）

大多数 自分

% %

絶対に 5 23

おそらく 37 47

おそらく違う 42 19

絶対に違う 12 9

わからない 3 2

Base 1508 1508

（出所）SSAS 2003, Ross Bond （2006）をも
とに作成。
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つ
ま
り
血
統
と
い
う
属
性
の
増
加
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
る
率
の
増
加
が
相
関
関
係
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
Ｃ
と
Ｆ
の
「
絶
対
に
」
の
数
値
の
違
い
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
白
人
は
白
人
で
な
い
者
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
易
い
こ
と
か
ら
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
に
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
い
う
指
標
が
一
つ
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
る
。

　

表
5
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
居
住
経
験
の
な
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
訛
り
で
話
し
／
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
あ
り
／
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
人
の
親
を
持
つ
人
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
場
合
、
あ
な
た
は
そ
の
人
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
し
て
受

け
入
れ
る
か
」
と
い
う
質
問
へ
の
回
答
結
果
で
あ
る
。
こ
の
表
か
ら
回
答
者
が
抜
き
ん
出
て
（
四
分
の
三
）
出
生
地
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

人
で
あ
る
こ
と
に
必
要
な
指
標
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
ア
ク
セ
ン
ト
と
血
統
に
関
し
て
は
四
割
程
の
人
が
そ
う
捉
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
の
要
件
の
う
ち
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
視
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
ア
ク
セ
ン
ト
、
血
統
と
い
う
指
標
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
の
要
件
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

指
標
を
数
多
く
有
す
れ
ば
、
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
認
識
さ
れ
易
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

2
　
少
数
派
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解

　

こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
デ
ー
タ
は
主
に
出
生
地
・
血
統
・
居
住
を
三
拍
子
揃
え
た
多
数
派
の
認
識
が
反
映
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
え
る
。

本
項
で
は
そ
れ
ら
の
属
性
を
欠
い
た
人
が
「
ど
の
よ
う
に
自
己
同
定
し
て
い
る
か
」
を
逆
照
射
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
派
の
ス
コ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
前
景
化
さ
せ
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

ロ
ス
・
ボ
ン
ド
はSSAS 2003

の
回
答
者
を
類
型
化
す
る
。
そ
れ
は
、
表
6
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
以
外
も
含
む
調
査
結

果
）
で
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
選
択
し
た
人
（Prioritized Scots

以
下
Ｐ
Ｓ
と
略
す
）、
表
7
（
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
み
に
関
す
る

調
査
結
果
）
で
は
ス
コ
ッ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
選
択
し
た
が
、
表
6
で
は
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
選
択
し
な
か
っ
た
人
（Background Scots

以
下
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表 6　アイデンティティ

%
スコティッシュ 49
母親／父親 49
労働従事者 30
妻／夫 29
女性／男性 27
労働者階級 21
ブリティッシュ 13
Base 1508

（注）回答者が 22 の選択肢から 3 つずつ
選択した場合の上位 7 カテゴリー。
（出所）SSAS 2003, Ross Bond（2006）を
もとに作成。

表 7　ナショナル・アイデンティティ

%
ブリティッシュ 58
スコティッシュ 84
イングリッシュ 4
ウェールズ人 1
北アイルランド人 1
アイルランド人 3
Base 1508

（出所）SSAS 2003, Ross Bond （2006）をも
とに作成。

表 8　出生地・血統とナショナル・アイデンティティ

A B C D E F
% % % % % %

Prioriotized 58 50 40 55 36 6
Background 38 44 48 21 23 21
Non-Scot 4 7 12 24 40 73
Base 1044 154 29 37 48 186

（注）a＝スコットランドで出生　b＝スコットランド以外で出生　c＝両親ともスコットラン
ド人　d＝母／父親がスコットランド人　e＝両親ともスコットランド人でないとした場合、A
＝a＋c、B＝a＋d、C＝a＋e、D＝b＋c、E＝b＋d、F＝b＋e を表す。
（出所）SSAS 2003, Ross Bond （2006）をもとに作成。

表 9　血統・出生地指標を有しない人の居住期間とナショナル・アイデンティティ

30 年以上 21‒30 年 11‒20 年 0‒10 年
% % % %

Prioritized Scot 25 5 0 0
Background Scot 42 30 20 13
Non-Scot 33 65 80 87
Base 39 21 39 81

（出所）SSAS 2003, Ross Bond （2006）をもとに作成。
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Ｂ
Ｓ
と
略
す
）、
そ
し
て
い
ず
れ
に
お
い
て
も
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
選
択
し
な
か
っ
た
人
（N

on-Scots

以
下
で
は
Ｎ
Ｓ
と
略
す
）
で
あ
る
。

　

表
8
は
出
生
地
、
血
統
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
表
か
ら
見
て
取
れ
る
の
は
出
生
地
や
血
統

と
い
う
指
標
数
が
減
少
す
る
に
つ
れ
、
Ｐ
Ｓ
と
自
己
同
定
す
る
人
も
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生

ま
れ
で
は
な
い
が
、
血
統
（
両
親
と
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
）
と
い
う
属
性
を
有
し
て
い
る
人
の
方
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
だ
が
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
親
を
持
っ
て
い
な
い
人
よ
り
も
Ｐ
Ｓ
と
自
己
理
解
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
出
生
地
の
方
が
血

統
よ
り
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
こ
と
の
要
件
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
前
項
の
結
果
と
は
逆
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
次
の
調

査
結
果
（
表
9
）
と
の
関
係
で
注
目
し
た
い
の
は
、
血
統
、
出
生
地
と
い
う
指
標
を
備
え
て
い
な
い
人
の
約
四
分
の
三
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
で
あ
る
と
自
己
同
定
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

表
9
は
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
」
で
は
な
く
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
な
る
こ
と
が
出
来
る
か
」
と
い
う
問
題
意
識
に
基
づ
く

調
査
に
対
す
る
結
果
で
あ
る
。
出
生
地
・
血
統
と
い
う
指
標
を
備
え
て
い
な
い
人
の
間
で
、
居
住
期
間
が
長
く
な
る
に
つ
れ
ス
コ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
自
己
理
解
す
る
人
が
増
加
す
る
が
、
そ
れ
で
も
二
〇
―
三
〇
年
間
の
居
住
後
で
さ
え
出
生
地
・
血
統
と
い
う
指
標
を
備
え
て
い
な

い
人
の
過
半
数
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
自
己
同
定
し
て
い
な
い
（
Ｎ
Ｓ
）
こ
と
が
表
か
ら
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
は
居
住
が
出
生
地
・
血

統
よ
り
重
要
視
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
少
数
派
が
忖
度
し
た
多
数
派
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
を
反
映
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

3
　
多
数
派
・
少
数
派
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
の
相
違

　

改
め
て
本
節
第
1
項
、
第
2
項
を
振
り
返
る
。
第
1
項
で
は
、
多
数
派
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
た
め
に
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生

ま
れ
で
あ
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
ま
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
血
統
そ
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
も
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
要
件
に
含
ま
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
第
2
項
の
調
査
結
果
か
ら
窺
え
る
の
は
、
少

数
派
が
居
住
だ
け
で
は
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
自
己
同
定
す
る
指
標
に
不
十
分
で
あ
り
、
出
生
地
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
親
の
数
な

ど
、
ほ
か
の
指
標
を
多
く
備
え
る
こ
と
が
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
あ
る
と
自
己
理
解
す
る
こ
と
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
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推
測
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
Ｇ
・
Ｈ
・
ミ
ー
）
51
（
ド
の
「
ｍ
ｅ
」、「
Ｉ
」
の
区
別
を
使
え
ば
、
少
数
派
が
忖
度
す
る
お
そ
ら
く
多
数

派
に
共
有
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
像
と
し
て
の
「
ｍ
ｅ
」
は
、「
ｍ
ｅ
」
の
必
要
条
件
で
あ
ろ
う
血
統
・
出
生
地
を

備
え
て
い
な
い
「
Ｉ
」
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
と
自
己
同
定
す
る
こ
と
を
難
し
く
さ
せ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
（self-im

posed 

lim
itations

）。

　

第
1
項
、
と
く
に
表
2
、
表
3
の
「
大
多
数
の
人
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
」
の
調
査
結
果
、
す
な
わ
ち
多
数
派
側
の
「
ｍ

ｅ
」
と
第
2
項
の
調
査
結
果
、
す
な
わ
ち
少
数
派
側
の
「
ｍ
ｅ
」
を
照
合
す
る
と
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
は
比
較
的
狭
い
範
囲
で
理
解
さ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

と
は
い
え
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
簡
単
に
着
脱
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
出
生
地
、
血
統
や
文
化
へ
の
こ
だ
わ
り
の
複
雑
な
関
係
性
の

中
で
形
成
さ
れ
る
た
め
、
居
住
の
期
間
と
自
己
同
定
の
比
率
は
単
純
に
相
関
関
係
に
あ
る
と
は
言
え
ず
、
少
数
派
が
ど
の
よ
う
な
出
自
や

文
化
的
背
景
を
持
つ
の
か
分
析
す
る
必
要
性
が
あ
）
52
（
る
。
例
え
ば
、
フ
セ
イ
ン
や
ミ
ラ
ー
の
研
）
53
（
究
で
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
居
住
者
は
文
化
的
に
は
適
応
し
易
い
が
、
そ
れ
で
も
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
は
な
く
、
よ
り
包
摂
的
な
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
自
己
同

定
す
る
も
の
が
多
い
。
反
対
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
パ
キ
ス
タ
ン
移
民
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て
は
ス
コ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
と
回
答
す
る
割
合
は
高
い
が
、
文
化
的
な
適
応
に
は
壁
が
あ
り
、
む
し
ろ
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

強
く
有
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

㈣　

考　

察

　

こ
こ
で
第
三
章
、
第
二
、
三
節
の
結
果
を
比
較
考
察
す
る
。
右
記
し
た
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
研
究

者
の
間
で
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
性
が
強
い
と
さ
れ
）
54
（

る
。
国
民
投
票
に
お
け
る
有
権
者
の
範
囲
や
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
権
を

担
う
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
二
〇
〇
二
年
に
発
表
し
た
憲
法
草
案
の
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
条
）
55
（
項
は
そ
の
証
左
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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仮
に
こ
れ
ら
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
政
治
主
導
者
の
政
治
的
・
文
化
的
理
念
と
し
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
理
解
で
あ
る
の
な
ら
、
第
三
節
で

見
て
き
た
一
般
人
に
よ
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
と
対
置
し
た
場
合
に
、
政
治
主
導
者
の
ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は

一
般
人
の
そ
れ
よ
り
も
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
特
に
、
少
数
者
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
と
の
差
異
は

明
ら
か
で
あ
）
56
（
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
い
る
人
（people in Scotland

）
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
人
（people of Scotland

）
と
い
う
別
の

捉
え
方
を
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

残
さ
れ
た
問
題
は
白
書
に
提
示
さ
れ
た
市
民
権
獲
得
要
件
が
出
生
地
主
義
と
血
統
主
義
の
混
成
的
な
要
件
に
移
行
し
、
一
般
の
人
々
の

ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
を
反
映
し
た
よ
う
に
見
え
る
、
そ
の
原
因
の
解
明
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
外
在
的
な
原
因
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
ヨ
プ
ケ
が
指
摘
す
）
57
（
る
世
界
的
な
人
の
移
動
の
加
速
化
、
民
主
主
義
の
共
有
や
人
権
保
護
の
法
的
整
備
等
の
進
）
58
（
展
に
起
因
す
る

国
籍
法
の
収
斂
化
で
あ
る
。
国
籍
法
の
収
斂
化
と
は
、
例
え
ば
典
型
的
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
国
と
見
做
さ
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
が
純
粋
に
血
統

主
義
的
な
移
民
法
を
廃
止
す
る
一
方
で
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
な
国
の
典
型
と
さ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
が
国
内
移
民
に
対
す
る
法
律
を
厳
格
化
す

る
反
面
、
国
外
居
住
者
の
子
供
に
は
血
統
主
義
的
な
法
律
を
適
用
し
て
い
る
よ
う
に
、
出
生
地
主
義
と
血
統
主
義
の
歩
み
寄
り
、
一
方
で

市
民
権
の
脱
エ
ス
ニ
ッ
ク
化
（de-ethnicization
）、
他
方
で
再
エ
ス
ニ
ッ
ク
化
（re-ethnicization

）
が
進
む
こ
と
で
あ
る
と
い
う
の
が
ヨ

プ
ケ
の
理
解
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
も
う
一
度
、
白
書
に
提
示
さ
れ
た
市
民
権
獲
得
経
路
と
要
件
の
将
来
像
（
表
1
）
を
み
る
と
、
基
本
的
に
は
出
生
地
主
義
を
採

り
、
そ
の
上
で
、
例
え
ば
「
母
／
父
親
ま
た
は
祖
母
／
祖
父
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
権
獲
得
資
格
を
有
す
る
場
合
、
い
ず
れ
の
国
の

市
民
も
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
民
と
し
て
登
録
で
き
る
」
と
国
外
出
生
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
の
親
や
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
民
権
獲
得
有
資

格
者
の
子
は
二
重
国
籍
を
条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
る
（jure sanguinis

）
と
い
う
条
件
を
付
加
し
て
お
り
（re-ethnicization

）、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
も
国
籍
の
収
斂
化
の
潮
流
に
乗
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

特
に
移
民
送
出
国
に
国
籍
法
の
再
エ
ス
ニ
ッ
ク
化
が
目
立
つ
と
ヨ
プ
ケ
は
分
析
し
て
い
る
）
59
（
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
も
歴
史
的
に
国
外
移
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住
者
を
多
く
生
み
出
し
て
き
た
。
二
〇
〇
一
年
に
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
全
体
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
を
占
め
て

い
）
60
（

る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
何
ら
か
の
関
係
を
有
し
て
い
る
者
は
世
界
中
に
二
八
〇
〇
―
四
〇
〇
〇
万
人
い
る
と
さ
れ
）
61
（

る
。
こ
の
事
実
か

ら
、
市
民
権
獲
得
要
件
次
第
で
潜
在
的
な
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
市
民
の
数
は
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
世
界
的
な
国
籍
法
の
潮
流
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
内
の
社
会
・
経
済
的
問
題
か
ら
生
じ
る
必
要
性
と
が
結
節
点
を
見
出
す
。

そ
の
国
内
問
題
と
は
先
進
国
共
通
の
問
題
で
も
あ
る
が
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

政
府
は
二
〇
〇
四
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
移
住
を
促
す
政
策
枠
組
み
で
あ
る
『N

ew
 Scots: Attracting Fresh Talent to M

eet the 

Challenge of G
ro

）
62
（

w
th

』
を
公
表
し
た
。
確
か
に
、
こ
の
文
書
で
社
会
的
出
自
に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
が
住
み
よ

い
寛
容
で
多
様
な
国
づ
く
り
を
目
指
す
と
謳
い
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
た
な
い
移
民
の
受
け
入
れ
を
提
言
す
る
一
方

で
、
高
齢
化
・
人
口
減
少
解
決
の
方
策
と
し
て
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
・
国
外
移
住
者
の
移
住
・
再
移
入
の
推
進
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
社
会
・
経
済
的
課
題
の
解
決
要
請
も
市
民
権
獲
得
要
件
の
「
居
住
」
か
ら
「
出
生
地
」「
血
統
」
へ
の
移
行
の
原
因
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

国
籍
法
の
収
斂
化
と
相
俟
っ
て
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
市
民
権
像
が
一
般
人
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
に
近
似
し
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
と
の
関
係
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
シ
ェ
ン
ゲ
ン
協
定
か
ら
オ
プ

ト
・
ア
ウ
ト
し
、
独
自
の
共
通
旅
行
区
域
（Com

m
on Travel Area

）
を
設
け
て
い
る
。
仮
に
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
独
立
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
連
合
の
加
盟
国
と
な
っ
た
場
合
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
市
民
権
法
に
位
相
差
が
存
在
す
る
と
、
共
通
旅
行
区
域
は
機

能
不
全
に
陥
り
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
経
由
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
不
法
移
民
の
流
入
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
）
63
（

る
。
特

に
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
か
ら
の
脱
退
論
議
が
な
さ
れ
、
反
移
民
を
党
是
と
す
る
政
党
が
得
票
す
る
現
況
に
あ
っ
て
は

尚
更
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
他
地
域
の
二
重
国
籍
が
廃
止
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
や
ウ
ェ
ー
ル
ズ
居
住
者
、
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
の
人
々
の
利
益
を
蔑
ろ
に
す
る
。
こ
の
こ
と
が
ス



スコットランドにおけるナショナル・アイデンティティの政治社会学的考察

249

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
が
よ
り
寛
容
的
な
市
民
権
法
を
採
用
す
る
こ
と
を
事
実
上
困
難
に

し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
今
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
政
治
指
導
者
と
一
般
人
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
人
の
境
界
付
け
に
は
差
異
が
あ
っ
た
。『N

ew
 Scots

』
に
対
し
て
も
、
一
般

人
は
懐
疑
的
で
あ
る
こ
と
が
表
10
か
ら
窺
え
る
。
さ
ら
に
、
直
近
のBritish 

Social Attitudes Survey

で
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
約
七
割
が
移
民
の
数
を

減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
）
64
（

る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
政
治
家
の
操
作
道

具
で
は
な
く
、
国
民
の
大
多
数
の
動
員
を
と
も
な
わ
な
い
限
り
発
展
し
て
い
く
こ

と
は
な
い
。
仮
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
前
提
と
も
言
え
る
国
民
理
解
に
溝
が
あ
る

場
合
、
大
多
数
の
国
民
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
可
能
性
は
低
）
65
（
い
。

そ
こ
で
、
自
治
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
め
ざ
す
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
は
、
自
ら
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理
解
を
一
般
人
の
中
で
も
多
数

派
が
理
解
す
る
「
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
と
は
誰
か
」
に
近
似
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
拡
が
り
を
企
図
し
て
い
る
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

四　

結　

語

　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
で
あ
る
と
い
う
研
究
者
の
共
通
理
）
66
（
解
に
対
す
る
疑
義
が
本
稿
執
筆
の

主
た
る
動
機
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
検
証
し
て
き
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
一
九
九
七
・
二
〇
〇
二
憲
法
草
案
や
二
〇
〇
九
白
書
に
表
象
さ

れ
た
政
治
主
導
者
、
特
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
＝
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
はSSAS

に
示
さ
れ
た

表 10　 スコットランドでの居住・労
働を選択した外国人はスコッ
トランド人か

%
強く同意 4
同意 29
どちらでもない 13
不同意 41
強く不同意 12
分からない 1
N 1549

（出所）SSAS 2005, McCrone, D and Bechhofer, 
F （2008）をもとに作成。
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デ
ー
タ
と
対
置
し
た
場
合
、
よ
り
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
的
で
あ
る
と
結
論
付
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
り
寛
容
な
市
民
権
像
は
ス
コ
ッ
ト 

ラ
ン
ド
国
民
党
の
理
念
的
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
を
反
映
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
、
政
権
与
党
に
躍
り
出
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
独
立
可
否
を
め
ぐ
る
国
民
投
票
を
直
前
に
控
え
、
具
体
的
な
国
家
像
を
人
々

に
周
知
さ
せ
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
が
提
示
し
た
市
民
権
の
青
写
真
は
一
般
の
人
々
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
理

解
に
近
似
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
近
似
化
は
政
治
指
導
者
の
理
念
的
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
理
解
が
変
化
し
た
と
捉
え
る
よ
り
、
第
三
章
四

節
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
国
民
党
の
支
持
拡
大
戦
略
、
国
内
問
題
の
解
決
や
近
接
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し

て
国
際
法
と
の
整
合
性
を
取
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
た
末
の
結
果
で
あ
る
と
捉
え
た
方
が
よ
り
説
得
的
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
政
治
指
導
者
が
生
産
す
る
言
説
が
如
何
に
一
般
人
の
意
識
と
し
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
作
用
し
、
あ

る
い
は
そ
の
一
般
人
に
共
有
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に
政
治
エ
リ
ー
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
政
策
を
形

作
っ
て
い
く
の
か
、
そ
の
相
互
作
用
を
描
く
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
を
描
く
こ
と
が
今
で
も
す
べ
て
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
研
究

者
に
付
さ
れ
た
課
題
で
あ
り
続
け
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
で
も
、
神
話
化
さ
れ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
シ

ヴ
ィ
ッ
ク
性
の
考
察
と
い
う
課
題
は
断
片
的
で
は
あ
る
が
少
な
か
ら
ず
果
た
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

（
1
）  

こ
こ
で
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
俗
に
い
うhot

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
で
あ
り
、Billig, M

. 1995, Banal N
ationalism

, London: Sage. 

が
意

味
す
るbanal

あ
る
い
はcool

な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
捉
え
る
な
ら
ば
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
無
意
識
の
う
ち
に
常
態
化
し

て
い
る
と
も
言
え
る
。

（
2
）  Park, A., Bryson, C., Clery, E., Curtice, J. and Phillips, M

. 2013, British Social A
ttitudes: the 30

th Report, London: N
atCen 

Research.

（
3
）  Park, A., Bryson, C., Clery, E., Curtice, J. and Phillips, M

. 2013.

（
4
）  

ナ
シ
ョ
ナ
ル
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
も
多
義
的
だ
が
、
本
稿
で
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
で
あ
る
の
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か
、
誰
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
に
な
れ
る
の
か
と
い
う
意
味
で
用
い
る
。

（
5
）  

管
見
の
限
り
で
は Leith, M

 and Soule, D. 2011, Political D
iscourse and N

ational Identity in Scotland, Edinburgh: Edinburgh 
U
niversity. 

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
一
ネ
ー
シ
ョ
ン
内
に
お
け
る
主
に
政
治
家
と
一
般
人
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
相
違
を
検
証
し

て
い
る
。

（
6
）  Brubaker, R. 1992, Citizenship and N

ationhood in France and G
erm

any, Cam
bridge, M

A: H
arvard U
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